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ど
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一

茂
00

熊

谷

一

男

】

所
謂
｢

古
典
的
帝
国
主
義
時
代
+

に

お
い

て
､

各
国
の

蜃
展
が

著
し

く

不

均
等
で

あ
っ

た

こ

と

は

周
知
の

事
葦
で

あ

る
｡

濁
占

･

金
融
資
本
の

形

成
に

し
て

も
､

世
界
市
場
で

の

競
争
力
に

し
て

も
､

又

海
外
進
出
力
に

し

て

も
､

各
国
間
で

足
並
が

揃
わ

な
い

だ

け
で

な

く
､

先
進
国
は

後
進
国
に

様
々

の

影
響
を

興
え

､

後
進
国
は

逆
に

先
進

国
の

存
在
を

利
用
し

､

び

い

て

は

先
進
国
に

反
作
用
を

及
ぼ

し

乍
ら

､

世
界
史
は

帝
国
主
義

一

色
に

塗

り

襲
え

ら
れ

て

い

く
の

で

あ
っ

た
｡

し

た
が

っ

て
一

国
の

再
生

産
構
造
を

分
析
し
て

､

嘗
該
園
の

濁
占
資
本
主

義
及
び

帝
国
主
義
形
成
過
程
を

明
ら

か

に

す
る

た

め
に

は
､

蜃
展
の

程
度
を

異
に

し

た

諸
国
相
互
の

競
争

･

封

抗
の

状
態
を

下
部
構
造
と

上

部
構
造
の

南
面
に

お
い

て

明

確
に

し
て

お

か

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

｡

こ

の

よ

う
な

問
題
視
角
か

ら
､

こ

こ

で

は

濁
英
関
係
と

英
露
関
係
と

の

交
錯
を

も
っ

ぱ

ら

封
外
政
治
の

面
か

ら

分
析
し

た
ハ

ウ

ザ
一

着
｢

ド

イ

ツ

と

英

露
封
立

一

九
〇
〇
-

一

九
一

四

年
+

の

内

容
に

印
し
て

､

こ

の

交
錯

(

1
)

の

賓
態
を

示

す
こ

と
に

し
た

い
｡

(

1
)

ハ

ウ

ザ

ー

が

提
出
し

た
の

は
､

｢

艦

隙

間

題
は

英
露

協

商

に

ど

の

程

度
ま

で

影

響

を

及

ぼ

し

た
か
+
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ト
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N
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換
言

す
れ

ば

濁

艦

隊
は

､

英

寅
間
に

重

大

な

利

害
の

封
立

が

あ
っ

た

に

も

か

1

わ

ら

ず
､

協
商
を

成
立

さ

せ

存

潰
せ

し

め

た

要
因
と

み

な

し

う

る

か
､

と
い

う

問
題
で

あ

る
｡

本
署
は

､

第

三
早

一

九
〇
七

年
ま
で

の

濁
艦
隊
建
設

､

第
二

章
一

九

〇

七

年
の

英
露
協
商
の

成
立

､

第
三

章
一

九
〇
七

-
一

一

年
の

英
蕗
封
立

､

･

第
四

章
一

九
一

一

年
秋
の

危
機
と

下

院
に

よ

る

封
濁
接
近
の

要
請

一

第
五

章
一

九
〇
七

-
一

一

年
の

濁
英
と
ハ

ル

ダ
ー

ネ

使
節

､

第
六

章
一

九
一

二

-
四

年
の

英
露

､

か

ら

成
る

｡

取
り

扱
う
時
期
は

一

九
〇
〇
-

一

四

年
に

限
定
さ

れ
､

夫
以

前
の

時
期

､

と

く
に

ビ

ス

マ

ル

ク

時
代
(

一

八

七
一

-

九
〇

年
)

か

ら

蕗
彿
同
盟
成
立
(

九
一

年
)

前
後
ま
で

は
､

濁
英
関
係
は

一

般
に

友
好
的
で

あ
っ

た

と
､

簡

単
に

ふ

れ

ら
れ

て

い

る

に

す
ぎ

な
い

｡

こ

こ

で

は

本
署
の

内
容
を

､

一

､

霹
彿
同
盟
と

猫
英
関
係

.

一

一

､

英
彿
協

商
と

濁
英
闇
係

､

三
､

英
露
協

商
と

猫
英
関
係
の

三

鮎
に

整
理
し

て
､

示

す
こ

と
に

し

た

い
｡

(

1
)

下

部

構

造

と
の

闘
連
で

外

政
の

動
き

を

分
析
し

た
ハ

ル

ガ

ル

テ

ン

は
､

ビ

ス

マ

ル

ク

外

政
の

特

徴
を

｢

い

か

な

る

囲
も

几
ぺ

て

を

得

ず
､
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囲
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よ
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現

し
て

い

る
｡

だ

が

か

れ

に

よ

れ

ば
ビ

ス

マ

ル

タ

の

イ

ギ

リ

ス

に

封

す

る

態

度
は

未

確

定

で

あ
っ

た

が
､

(

H

訂
ロ

d
p

〉

S
S
･

-

訣
-

ご
､

こ

れ

も
イ

ギ

リ

ス

の

世

界
濁

占

を
い

ま
だ

動
括
さ

せ

る

に

い

た

ら

な
い

減
軽
臍
の

蜃

展
段

階
に

基
い

て

い

る
｡

ニ

ー

､

露
彿
同
盟
と

濁
英
関
係

蕗
彿
同
盟
(

九
一

年
)

以

後
､

下
関
條
約
締
結
に

さ

い

し

て

示
さ

れ

た

ド

イ
ツ

の

政
策

(

九

五

年
四

月
)

､

ト
ル

コ

分
割
を

規
定
し
た

ソ

ー

ル

ズ

ベ

リ

ー

実
の

ド

イ
ツ

に

よ

る

拒
絶
(

九

五

年
)

､

ク

ル

ー

ガ
ー

急
報
(

九
六

年

一

月
三

日
)

､

ゲ

イ
ル

ヘ

ル

ム

二

世
の

個
人

的
態

度
な

ど
か

ら
､

イ

ギ
リ

ス

は

従
来
ド

イ

ツ

に

よ

り

示
さ

れ
た

封
英
友
好
感
情
に

新
た

な

疑
念
を

抱
く

よ

う
に

な
っ

た
｡

さ

ら

に

ロ

シ

ア

の

中
国
北
部

へ

の

侵
出
と

日

露
戦
の

像

想
に

加
う
る

に
､

ド

イ

ツ

の

艦
隊

建
設
に

鯖
嶺
さ

れ

て
､

イ

ギ

リ
ス

は

封

濁
関
係
の

調
整
を

促
さ

れ

た
｡

中
国
に

か

ん

す
る

濁
英
協
定
(

一

九

〇

〇

年
一

〇

月
)

締
結
に

さ

い

し
て

イ

ギ

リ
ス

は
､

第
三

国
が

闘
興
し
て

紛
争

を

お
こ

さ

な
い

限
り

南
国
は

中
立
た

る

ぺ

き

で

あ

る
､

旨
の

共
同

宣
言
を

希
望
し

た

が
､

ド

イ

ツ

に

よ

り

拒
絶
さ

れ

た
｡

ド

イ

ツ

は
､

こ

の

拒
絶
に

よ
っ

て

イ

ギ

リ
ス

が

フ

ラ
ン

ス

に

接
近
し
て

い

く
で

あ

ろ

う
こ

と

を
､

蕗

想
し

な
か
っ

た

の

で

あ

る
｡

帝
国
主
義
的
抗
争
が

激
化
す
る

に

つ

れ
て

､

ド

イ

ツ

で

世
界
政
策
が

覗
く

要
求
さ

れ
､

第
一

次

艦

除

法
が

生

ま

れ

た

(

九

八

年
)

｡

と
こ

ろ
が

濁
占

･

金
融
資
本
の

餞
展
に

伴
っ

て

益
々

盛
ん

に

な
っ

た

海
外

貿
易
と

虞
大
な

植
民
地

を

防
衛
す
る

た

め

に

は
､

よ

り

多

■く
の

蔵
懐
が

必

要
頂

た

め
､

テ

イ

ル

ピ

ア

ツ

の

碓
進
に

よ

り

第
二

次
魔
嫁

法
が

生

ま

れ

た

(

一

九

〇

〇

年
)

｡

テ
イ

ル

ビ

ァ

ツ

は
､

艦
隊
を

増

加

す

れ

ば
､

い

わ

ば
こ

の

力
を

背
景
と

し

て

イ

ギ

リ
ス

に

ド

イ
ツ

と
の

同
盟
を

飴
儀
な

く
さ

せ

得
る

だ

ろ

う
､

と

考
え
た

の

だ

が
､

艦

隊
増

加
が

逆
に

イ

ギ

リ
ス

を

反
濁
同
盟
に

追
い

や

る
の

に

は

束
づ

か

な

か

っ

た
｡

(

l
)

蕗

彿
同

盟
の

成
立

に

と
っ

て

濁

英

関

係
は

直

接
意

味
を

も

た

な

か

っ

た

た

め
､

ハ

ウ

ザ
ー

は
こ

れ
に

言

及
し

て

い

な
い

｡

ハ

ル

ガ

ル

テ
ン

に

よ

れ

ば
､

露
彿
同

盟
は

彿
濁

･

濁
露
の

疎
隔
に

興
っ

た

次
の

如
き

各

種
要
因
が

積
み

重

ね

ら

れ

生

じ

た
｡

川
七
三

年
恐

慌
に

よ

り

打
撃

を

づ

け

た
ロ

シ

ア

は
､

バ

ル

カ

ン

に

穀
物

市

場
を

求

め
て

南
下

せ

ん

と

し

て

オ

ー

ス

ト

リ

ア

と

衝

突

し
､

こ

れ

を

機

縁
と

し

て

濁
嗅

.

同

盟

結

成
｡

拘
露
南

部
の

穀
物
が

地

中

海
に

流
入

す
る

門
口

を

鎖
し

は

じ
め

た

ト

ル

コ

に

ビ

ス

マ

ル

ク

が

軍

事

委

員
曾
派

遣
を

許
す

(

八

三

年

頃
)

｡

川
フ

ラ

ン

ス

の

金

融
資

本
の

主

導

下
に

､

ベ

ル

リ

ン

四

大

商
骨
に

よ
り

形

成
さ

れ

た

借
款
囲

が

バ

γ

ク
･

ア

ッ

プ

し
て

､

ウ

ィ

ー

ン

=
コ

ン

ス

タ

ン

チ

ノ

ー

プ

ル

､

ベ

ル

グ

ラ

ー

ド

=
ベ

ロ

ワ

間

域
道
の

建

設
を

可

能

な

ら

し

め
る

事
態
に

よ

り

示

さ

れ

た

ト

ル

コ

の

西

欧

接
近

(

八

〇

年
代

初
頭
)

｡

川
濁

彿

軍

需
工

業
の

販

路

を

め

ぐ

る

封
抗

(

八
〇

年
代
後

牛
)

｡

川
口

シ

ア

の

戦

略

的

前

進

を

阻

止

せ

ん
と

す
る

参
謀
組
長
ワ

ル

デ
ル

ゼ

一

に

代

表

さ

れ

る

軍

部
､

恐

慌
に

よ

り

蕗
穀

物
に

封

威

す
る

こ

と

を

徐

儀
な

く

さ

れ

た

宝

島
論

者
､

さ

ら
に

濁
国

内

生

産

者
の

利

子

(

=

慣

格
)

を

高
め

る

資
本

輸
出
に

反

封
で

あ
っ

た

ビ

ス

マ

ル

ク
､

の

三

者
の

運

動
の

結

賓
た

る
ロ

ン

バ

ー

ド

禁
令
(

八

七

年
十

一

月

吾
H

)

｡

阿
ホ

ル

シ

ュ

タ

イ
ン

に

よ

る

封

7

虜
再

保

障
保

釣
不

更

新

(

八

七

年
)

｡

の
､ロ
シ

ア

の

金

融
窮
迫

の

探

ぶ

虻

軒
い

と

･-

,一′

軒

軒

.を
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化

(

九

〇

年
代
)

ウ

ニ

こ

で

は

ま
だ

猫
濁

占
･

金
融

資

本
の

カ

は
､

は
っ

き

り
し

た

形

で

作
用

し
て

い

な

い
｡

こ

れ

ほ
の

ち
の

英
露
協
一
商
の

場
合
と

封

頗

的

で

あ
る

｡

二
､

英
彿
協
商
と

濁
英
関
係

英
下
院
で

は
､

濁
艦
隊
建
設
を

封
岸
の

火
事
と

み

な
し

得
ず

､

艦
隊
の

檜
加
要
求
が

出
さ

れ

(

一

年
三

月
)

､

言
論
界
で

も

同
様
の

馨
が

高
く

な

っ

た

た

め
､

ラ
ン

ズ

ダ

ウ
ン

卿
は

濁
大
使
に

艦
隊
な

ど
の

具
鰻
的
な

個
々

の

問
題
に

つ

い

て

和
解
交
渉
を

提

案
し

た
が

(

三
月

一

九

日
)

､

ド

イ

ツ

セ
は

猥
英
間
の

一

般
的
防
衛
協
定
の

締
結
に

固
執
し

た
た

め

成
功
し

な

か

■つ

た
｡

こ

の

和
解
交
渉
の

ふ

ん
い

き

は

翌
年
ビ
ュ

ー

ロ

ー

の

園
舎
演
説
に

ょ

り

決
定
的
に

壊
さ

れ

た

(

二

年
一

月

八
日
)

｡

こ

の

濁
英
疎

隔
を

契

機

と
し

て

間
も

な

く

(

同
二

〇
日
)

開
始
さ

れ

た

英
悌
同
盟
交
渉
は

四

年
に

成
立
し

た
(

四

月

八

日
)

｡

猫
指
導
層
は

､

濁
艦
隊
の

存
在
が

イ

ギ

リ
ス

を

フ

ラ
ン

ス

に

接
近
さ

せ

た
の

を

見
抜
か

ず
､

逆
に

こ

れ

に

よ

り

示
さ

れ

た

ド

イ

ツ
の

外
交
的
敗
北
は

力
の

不

足
に

よ

る

も

の

と

判
断
し
て

､

イ
ギ

リ

ス

に

封
し
て

一

層
カ
の

政
策
(

吋
○
-

三
村

d
e

l

S
t

賢
訂
)

を

追
求
し

た
｡

か

く
て

デ

ラ
ゴ

ア
･

バ

ン

ク

事
件
(

四

年
一

〇

月
二
一

-
二

日
)

と
い

う

中
間
劇
も

加
わ
っ

て

イ

ギ

川

ス

で

濁
敵
視
の

聾
大
と

な

り
､

三

-
四

年
に

ド

イ

ツ

に

封
廃
す
る

た

め

艦
隊
建
設
が

要
求
さ

れ
た

｡

(

1
)

ハ

ウ

ザ

ー

は
､

こ

の

こ

と
か

ら
､

六

年
F
レ

ッ

ド
･

ノ

ー

ト

型

戦
艦
へ

の

移
行
前

菊

鹿

陳
が

政

治

的

作

用
を

及
ぼ

さ

な

か

っ

た
､

と

す
る

通
説

を

事
賓
に

合

わ

な
い

と

批
判
し

て

い

る
｡

モ

ロ

ッ

コ

に

お

け
る

ド

イ

ツ
の

干
渉
に

直
面
し
て

(

五

年
)

､

イ

ギ

リ

ス

は
フ

ラ
ン

ス

を

ド

イ

ツ

か

ら

保
護
し

よ

う
と

し
た

ご
そ

の

上

狩
艦

隊
の

檜

β

加
は

､

日

露
戦
で

ロ

シ

ア

が

敗
北
し

た

た

め
ド

イ

ツ

の

威
信
が

増
大
し

た

3

よ

う
な
幻

想
を

イ

ギ

リ

ス

に

抱
か

せ

た

こ

と
と

相
保
っ

て
､

英
彿
軍
事
協

定
(

五

年
)

を

も

た

ら

し

た
｡

間
も

な

く

新
た

に

出
現
し

た

自
由
業
内
閣

は

軍
縮
方

針
を

う
ち

出
し
(

五

年
一

二

月

二
一

日
)

､

こ

れ

に

基
い

て

外
相

ジ

ョ

ー

ジ

は
､

海
軍
に

か

ん

す
る

最
強
の

ラ

イ
バ

ル

濁
と

軍
縮
協
定
を

締

結
す
る
こ

と
に

よ

り
､

カ
の

増
強
と

軍
費
節
約
と
い

う
両
目
的
を

達
成
し

ょ

ぅ
と

し
て

､

新
建
造
を
三

封
二

と

す
る

新
提
案
を

行
っ

た
｡

も

し
こ

の

提

案
を
ド

イ
ツ

が

う
け

入
れ

る

な
ら

ば

自
国
の

孤
立

を

欝
和
す
る

の

に

役

立
っ

た
で

あ

ろ

う
が

､

ド

イ

ツ

は

應
ぜ

ず
､

逆
に

翌
年
に

は

艦
隊
法
改
則

(

六

年
五

月
)

を
も
っ

て

報
い

た

た

め
､

一

層
イ

ギ
リ

ス

に

お

け
る

封
抗

癌
を

増
大
し
た

｡

三
､

英
露
協
商
と

濁
英
関
係

ペ

ル

シ

ャ
､

中
国
で

英
霧
雨

園
に

よ

り

夫
々

利
権
の

あ

る

領
域
を

嘉
す

る

試
み
が

行
わ

れ

た

の

ち

(

一

年

〓
月

､

三

年
三

月
､

同

末
)

間
も

な

く
､

封
露
接
近
の

希
望
が

下

院
で

グ

レ

ー

に

よ

り
､

あ

る

い

は
エ

ド
ア

ー

ド

七

世
に

よ

り

強
く

表
明

さ

れ

た

(

三

年
七

月
､

四

年

春
)

｡

英
彿
協
商

成
立

時
フ

ラ

ン

ス

が

英

露
接
近
を

希
望
し
た

の

は

嘗
然
で

あ

る
が

､

日

露

休
戦
時
(

五

年

春
)

英
彿
は
ロ

シ

ア

を

同
盟
に

引
き

入

れ

よ

う
と

し

た
｡

ド

イ

ツ

の

バ

グ

ダ
ッ

ド

拭
道
食
紅
(

二

年
)

に

よ

る

ト
ル

コ

ヘ

の

投
資
と

銭
道

連
設
計
蓋
は
ト

ル

コ

･

ペ

ル

シ

ャ

で

の

露
英
夫
々

の

利
益
を

脅
か

し
､

た
の

で
､

ロ

シ

ア

は

イ

ギ

リ

ス

へ

の

接
近

を

希

望

し

(

五

年
五

月

二

九

日
)

英
霧
協
商
が

成
立
す
る

に

い

た
っ

た

(

七

年
八

月
三
一

目
)

｡

か

く

て

ド

イ
ツ

の

ト

ル

コ

･

ペ

ル

シ

ャ

進
出
が

英
霹
を

結
合
せ

し

め
た

の

で

あ



評( 95 ) 音

(

1
)

(

2
)

る
｡(

1
)

濁
英
封
抗
を

経

済
の

場
で

把

え

た
ホ

フ

マ

ン

に

よ

れ

ば
､

バ

グ

ダ
ッ

ド

銭

道

建

設
は

英
人

の

限

に

は
､

夫

に

よ

り

猫
帝
国

主

義
が

ア

ジ

ア

に

お

け
る

イ

ギ

リ

ス

の

支

配

-
イ
ン

ド

と
ス

エ

ズ
､

ペ

ル

シ

ャ

湾

等

-
を

互

壊
さ

せ

る

も
の

の

如
く

思
わ

れ

た
｡

(

-
.

S
.

H
O

甲

喜
巴
-

)

G
→

e

巳

せ
り
i

t

已
n

巴
-

P

t

訂

G
e

→

β
P

n

→

岩
計
じ

空
く

巴
→

呵

-

∞

㌶
～

-

ど
♪
-

空
い

Ⅶ

勺

+
£
●

)

か

く

て
バ

グ

ダ
フ

ド

鉄
道
は

英

蕗
協

商
に

と
っ

て

重

要
な

意

味
を

有
し
て

い

た
｡

(

2
)

ハ

ル

ガ

ル

テ

ン

に

よ

れ

ば
､

英
蕗
協
商
は

濁

英

封

抗
の

激

化

を

基

軸
と

し

て
､

次
の

如
き

諸

要
因
が

積
み

重

ね

ら

れ
て

生

じ

た
｡

M

セ

シ

ル

･

ロ

ー

ズ

の

ポ

ル

ト

ガ

ル

領

東
ア

フ

リ

カ

ヘ

の

進

出
を
ド

イ

ツ

は

阻

止

せ

ん

と

し

た

(

九
一

年
)

｡

∽
ジ

ュ

イ
ム

ソ

ン

に

よ

る

ト

ラ

ン

ス

バ

ー

ル

越
境
が

濁
政

府
の

抗

議
を

喚

起

し

た

(

九

六

年
)

｡

∽
第

一

･

二

次

艦

除

法
と

艦

隊
増

加
｡

糾
九

〇

年
代

と
一

九

〇
一

1

二

年
に

お

け

る

ダ

ン

ピ

ン

グ

を

中

核
と

し

た

濁
濁
占

資
本

に

よ

る

海

外

進

出
の

増
大

は
､

イ
ギ

リ

ス

に

お

い

て

反

濁

利
苦

闘

係

者

を

増

加

せ

し

め

た
｡

阿
濁
英

重
商

條
約
解

約
告

知
が

イ

ギ

リ

ス

側
か

ら

行

わ

る

(

九

八

年
七

月
三

一

日
)

｡

何
サ

モ

ア

問
題
で

濁

英

封

抗
(

九

九

年
)

｡

の
世

紀
の

交
の

恐

慌
に

よ

り

資
本
不

足
に

著
る

し

く

悩
ん

だ

ロ

シ

ア

は

イ

ギ
リ

ス

に

金

融
の

要
求
を

し

た

(

日

産

戦
と

日

英

同

盟

と

に

よ

り

賓
現

せ

ず
)

｡

何
日

蕗

戦
中
モ

ロ

γ

コ

問
題
で

ド

イ

ツ

は

フ

ラ

ン

ス

に

接
近

せ

ん

と

し

た
が

､

イ

ギ

リ

ス

の

抵

抗
を

う
け

､

且

っ

平

和
條

約
(

五

年
)

後
ロ

シ

ア

は

再
び

フ

ラ

ン

ス

の

金

融
資
本

の

コ

ン

ト
ロ

ー

ル

下

に

入
っ

た
｡

例
ア

ル

ヘ

シ

ラ

ス

合
議
(

六

年
)

で

)

ド

イ

ツ

は

英
･

悌
･

露
に

よ

り

攻

撃

さ

る
｡

10

猪

重
工

業
界
は

猪

隠

税

同

盟
に

オ

ラ

ン

ダ

の

加
入

を

要
請
し

た

が
､

こ

の

こ

と
は

ド

イ

ツ

が

大

陸

を

封

鎖
し
て

イ

ギ

リ

ス

を

世

界
貿

易
の

中

心
か

ら

駆

逐

す
る

の

で

は

な
い

か
､

と

い

う

警
戒
心

を

イ

ギ

リ

■ス

に

抱
か

せ

た

(

六

年
)

｡

こ

の

よ

う
に

ハ

ル

ガ

ル

テ

ン

は

経
済
と

政

治
の

両

面

で

濁

英

疎
隔

･

英
蕗
接

近
に

興
っ

た

諸
要
因
を

指
摘

す
る

の

で

あ

る

が
､

そ

の

中

核
は

何
に

示
さ

れ

る

濁

猫

占

僅
に

よ

る

イ

ギ

ヮ

ス

の

世

界

貿
易

濁
占

罵
撼
に

お

か

れ

て

い

る
｡

ハ

ウ

ザ

1

や

ホ

フ

マ

ン

の

指
摘

す

る

バ

グ

ダ
ッ

ド

域
道

に

よ

る

ド

イ
ツ

の

ト

ル

コ

･

ペ

ル

シ

ャ

進

出

も
､

前
記

中

核
と
の

関
連
で

取

り

上

げ

ら
れ

る

こ

と

が

必

要
で

あ

ろ

う
｡

こ

の

英
蕗
協
商
は

､

濁
英
問
の

激
烈
な

封
抗
に

基
い

て
､

英
蕗
間
に

利

害
の

封
立
を

は

ら

み

乍
ら

も

締
結
さ

れ

た
の

で

あ
っ

た
｡

極
東
に

お

い

て
､

中
国
進

出
を

企
て

る
ロ

シ

ア

と
イ

ギ

リ

ス

は
つ

ね

に

抗
争
を

硬
け
た

｡

い
ア

メ

リ

カ

の

主

導
下
で

英
･

彿
･

濁
の

四
ケ

国
が

封

中
国
借
款
囲
を

形
成
し

た

が
､

こ

れ
に

封
す
る

ロ

シ

ア

の

封
抗
措
置
(

十

年
)

､

何
字
亥
革
命

(

二
年
)

に

さ
い

し

て
､

イ

ギ
リ

ス

は

直
ち
に

干
渉

し
て

革
命
の

停
止
を

期
し
た

の

に

反
し
て

､

ロ

シ

ア

は

中
国
を

無
力
状
態

に

お

き
､

満
洲
へ

の

自
国
の

損
張
要
求
を

賓
現
せ

ん

と

し
た

｡

結
局
ロ

シ

ア

は

様
々

の

横
合
に

中
国
に

進
出
せ

ん

と

努
力
し

た
の

で

あ

る

が
､

英
･

彿
の

抵
抗
を

う
け

そ
の

意
図
を

全
う
し

得
な
か

っ

た
｡

し

た

が
っ

て

逆
に

ド

イ

ツ

は
､

英
蕗
協
商
後
も

存
績
し
た

英
露
封
立
を

巧
み
に

利
用
し

､

蕗
･

目
･

英
･

米
と

夫
々

同
盟
し
て

白
園
の

立
場
を

有
利
に

し

得
る

特
殊
な

状

況
に

あ
っ

た
が

､

濁
本
国
の

外
務
雷
局
者
は
こ

の

状
況
を

正

し

く

理

解
で

き

な
か

っ

た
｡

βJ 9
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事

ボ

ス

ポ

ラ

ス

と

ダ

ー

ダ

ネ
ル

ス

海
峡
に

つ

い

て

は
､

そ

の

コ

ン

ト
ロ

ー

ル

こ

そ
ロ

シ

ア

に

と
っ

て

不

可

映
で

あ
っ

た
の

で
､

ロ

シ

ア

が

海
峡
を

自

国
に

の

み

解
放
す
る

よ

う
ト
ル

コ

に

迫
っ

た
の

に

封
し
て

､

イ

ギ

リ
ス

は

と

く
に

イ
ン

ド

保
持
の

必

要
か

ら
ロ

シ

ア

の

ト

ル

コ

進
出
に

封
抗
し

､

海

峡
を

列
強
全
髄
に

解
放
す
る
こ

と

を

求
め

､

か

く
て

こ

の

英
露
の

封
立
は

時
に

重

大
な

危
機
を

生

じ
た

｡

英
露
協
商
以

後
､

ペ

ル

シ

ャ

で

ド

イ

ツ

は

英
露
離
間
を

望
ん

だ

が
､

門

戸
解
放
問
題
で

何
ら

成
果
を

あ

げ

得
な
い

ば
か

り
か

逆
に

両
国
を

一

層
緊

密
に

さ
せ

た
｡

他
面

､

イ

ギ

リ
ス

が
ペ

ル

シ

ャ

の

内
政
干
渉
停
止
を

希
望

し

た
の

に

封
し
て

､

七

シ

ア

は
､

イ

ギ

リ
ス

が

ド

イ
ツ

と
の

関
係
に

よ

り

自

国
と
の

條
約
維
持
の

た

め

に
､

ペ

ル

シ

ャ

政
策
で

も

或
種
の

利
益
を

犠

牲
に

す
る

で

あ

ろ

う
と

観
測
し

て
､

時

折
強
行
手
段
を

と
っ

た

の

で

あ
っ

た
｡

以
上
三

地

域
に

お

け
る

英
露
問
の

抗

争
は

濁
英
国
係
に

種
々

の

反
作
用

を

も

た

ら

し

た
｡

M
英
蕗
協
商
は

､

第
一

次
モ

ロ

ブ

コ

危
機

(

五

年
)

と

相

侯
っ

て
､

ド

イ
ツ

で

イ

ギ

リ

ス

に

封
す
る

不

安
感
を

強
め
た

｡

夫
故
ド

イ

ツ

は

封
抗
手
段
と

し
て

艦
隊
増
加
を

は

か
っ

た
｡

七

年
の

濁
艦
隊
改
則

(

一

一

月
一

九

日
)

は

建
設
テ
ン

ポ

を

三

-
四

倍
へ

､

艦
載
砲
を

二
一

糎

か

ら

三

〇
･

五

糎
へ

増
加
さ

せ

る

こ

と

に

な
っ

た

が
､

こ

れ

は

ド

レ

ッ

ド
･

ノ

ー

ト

型
戦
艦
採
用
に

よ

り

性
能
を

良
く

し
､

代
り
に

艦
数
を

縮
少

し

て
､

軍

費
栢
滅
を

は
か

っ

た

イ

ギ

リ

ス

に
､

不

安
を

興
え
た

｡

さ

ら
に

べ

ル

シ

ャ

に

お

け
る

ロ

シ

ア

の

濁
走
に

よ
っ

て

不

安
を

旗
大
さ

れ

た

イ

ギ

リ
ス

は
､

ド

イ

ツ

と
の

和
解
交
渉
を

企
て

､

濁
艦

隊
増
加
の

停
止

を

要
求

し

た

が
､

拒
絶
さ

れ

た

た

め
､

軍
備
強
化
に

向
う
に

い

た
っ

た
｡

拘
カ

イ

ザ

ー

は

力
の

政

策
を

穏

壊
し
て

濁
嗅
関
係
を

強
化
し

た
｡

そ
の

た

め

不

安

加?
U

に

駆
ら

れ

た
ロ

シ

ア

は

改
め
て

海
峡
地

域
へ

の

進
出
を

企
て

､

ペ

ル

シ

ア

で

の

進
出
と

と

も

に
､

イ

ギ

リ
ス

の

反
感
を

買
う
の

で

あ
っ

た
｡

か

く
て

グ
レ

ー

は

ド

イ

ツ

と
の

結
合
を

完
全
に

は

破
ら

な
い

こ

と

を

得
策
と

し
､

現
在
ド

イ

ツ

で

進
行
し
て

い

る

建
艦
情
報
の

提
供
を

求
め

た

の

で

あ

る

が
､

濁
側
は

き

わ

め

て

冷
淡
な

態
度
を

示

し
た

に

す
ぎ

な

か
っ

た
｡

榊
ビ

ュ

ー

ロ

ー

の

あ

と

を

う
け
て

宰
相
と

な
っ

た

ホ

ル

ウ
エ

ア

ヒ

は
､

封
英
関

係
改
善
の

た

め
の

第
一

歩
は

先
ず
濁
側
か

ら

な
さ

れ

ね

ば

な

ら

ず
､

∴

又

艦

隊
問
題
は

一

般

的
和
解
協
定
内
で

の

み

虞
理
さ

れ

る
､

と

い

う

見
解
を

も

っ

て

い

た
｡

か

く
て

か

れ

は
､

濁
側
で

四

隻
を

漁
億
艦
に

し
､

十
二

年
に

漁
想
さ

れ

る

艦
隊
法
改
則
を

断
念
し
､

新
設
艦
を

三

封
四

に

す
る

と

譲
歩

す
る

代
り

に
､

一

般
的
政
治
協
定
の

締
結
を

英
側
に

提
案
し

た

(

九

年
七

月
)

｡

だ
が

軍

縮
な

ど
の

具
僅
的
な

個
々

の

問
題
に

か

ん

す
る

和

解
こ

そ

先
決
で

あ

る

と

す
る

立

場
か

ら
､

イ

ギ

リ
ス

は

同

年
秋

猫

案
を

拒

絶

し

た
｡

要
す
る

に

英
側
と

し
て

は
､

資
質
的
に

な
ん

ら

軍
縮
と

な

り

得
な
い

こ

と

を

代
償
と

し
て

､

蕗
彿
南
口

と
の

関
係
を

危
機
に

陥
れ

る

可
能
性
の

あ

る
一

般
的
政

治
協
定
を

締
結
す
る

こ

と

に

同
意
し

得
な

か
っ

た

ば
か

り

か
､

逆
に

ド

イ

ツ

の

底
意
に

つ

い

て

精
疑
を

強
め
る

の

み

で

あ
っ

た
｡

印

ペ

ル

シ

ャ

及
び

中

国
に

お

け
る

ロ

シ

ア

の

進
出
に

髄
嶺
さ

れ
て

､

イ
ギ

リ

ス

は

再
度
に

わ

た
っ

て

和
解
交
渉
を

提
案
し

た

が
､

濁
側
で

は
か

な

り

大

き

な

代
償
を

う
る

こ

と

な

し
に

は

同
銭
道
を

興
え

得
な
い

､

と
い

う
意
向

を

示
し

た

(

九

年
一

二

月
圭

一

日
､

一

〇

年
三

月
)

｡

何

英
下

院
に

お

け

る

海
軍
預
算
討
議
に

さ
い

し
て

軍
縮
不

履
行
が

烈
し

く

批
判
さ

れ
､

且

つ

ロ

シ

ア

が

ペ

ル

シ

ャ

に

進
出
を

繚
行
し
た

結
果

､

英
国
内
で

英
霹
協
商
が
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伍
を

求
め
る

の

に

野
し
て

､

猿
･

英
は

同
折
を

国
際
的
保
護
下
に

お

と

し

て

ロ

シ

ア

と

封
立
し

た
｡

だ
が

結
局
イ

ギ

リ
ス

は

ド

イ

ツ

の

カ

し

て

封
錘
を

作
る

必

要
上

､

三

国
協
商
を

救
う
た

め

に

自
国
の

利
益

す
る

決
意
を

し

た

の

で

あ
っ

た
｡

三

ウ

ザ

ー

は
こ

の

書
物
で

､

濁
側
で

ほ
､

カ
の

増
大
こ

そ

封
英
関
係
を

せ

し

め

得
る

と

し
て

､

英
側
の

軍
縮
要
求
を

拒

絶
し

た

の

に

封
し

英
側
で

は
､

ド

イ

ツ

が

軍
縮
と
は

逆
に

力
の

増
大
を

示
せ

ば

示

す
ほ

ド

イ

ツ

の

期
待
に

反
し
て

ロ

シ

ア

と

の

関
係
を

強
化
し

ょ

う
と

し

た

を

分
析
し
て

､

濁
英
貸
方
の

外
政
婚
富
者
の

志
向

の

く
い

違
い

を

鮮

(

1
)

し
､

英
併

協
商
の

成
立
に

と
っ

て

は

も

と

よ

り
の

こ

と
､

英
蕗
協
商

立

と

存

績
と
に

と
っ

て
､

濁
艦
隊
を

中
核
と

し

た

濁
英
封
抗
が

決
定

意

味
を

有
し
て

い

る
こ

と
を

明
ら

か

に

し

た

鮎
で

､

一

九
一

四

年
前

(

2
)

国
主
義
の

解
明
に

新
た

な

貢
献
を

な

す
も

の

と

い

え

よ

う
｡

ウ

ザ
ー

は
､

結
局
濁
外
政
塘
富
者
が

も
っ

ぱ

ら

艦

隊
強
化
と
い

う
力

策
に

固
執
し
た

た

め
､

英
露
間
の

封
立

を

利
用
し

局
面
打
開
を

は
か

な

か
っ

た
の

は

も

と
よ

り

の

こ

と
､

こ

町

封
立

に

架

橋
せ

し

め

る

こ

な
っ

た

と
こ

ろ
に

､

ド

イ

ツ

の

悲

劇
の

因
を

み

る

の

で

あ

る
｡

併
し

で

は

濁
外
政
塘
富
者
は

何
故
に

カ
の

政
策
に

固
執
せ

ざ

る

を

得
な
か

の

か
､

又

イ
ギ

リ

ス

は

何
故
に

い

ま

だ

賓
力
を

行
使
す
る

横
合
を

も

か

っ

た

濁
艦
隊
に

か

ほ

ど

ま

で

の

警
戒
心

を

抱
い

た
の

か
｡

濁
英
疎

本
来
の

動
機
に

つ

い

て
､

戦
前
戦
後
の

英
側
で

は

そ

れ

を

濁
英
艦
隊

に

求
め

る
の

に

封
し
て

､

同
じ

く

濁
側
で

は

世
界
市
場
で

の

ド

イ
ツ

の

経
済
的
進
出
に

求
め

る
､

と
か

れ

は

序
文
で

の

ぺ

て

い

る

㌣
r

)

外

壁
方

次

の

見
解
の

く
い

違
い

白
債
は

､

世

界
市
場
に

お

け
る

イ

ギ

リ
ス

の

濁
占
的

3

地

位
が

新
興
ド

イ

ツ

濁
占
資
本
主

義
に

よ

り

破
ら
れ

つ

つ

あ

る

こ

と

を
､

示
し
て

い

る

よ

う
に

思
わ

れ

る
｡

し
か

し
ハ

ウ

ザ
ー
■
は

､

濁
英
疎
隔
の

本

来
の

動
機
が

都
連
に

あ

る

か

に

つ

い

て
､

明
確
な

見

解
を

示

し

て

い

な

い
｡

ド

イ

ツ

が

何
故
力
の

政

策
に

訴
え
ざ

る

を

得
な
か

っ

た

の

か
､

イ

ギ

リ

ス

が

何
故
ド

イ

ツ

の

力
を

恐
れ

た
の

か
､

と
い

う
鮎
に

ま

で

立
ち

入
っ

て

分
析
を

進
め

な

け

れ

ば
､

濁
英
疎
隔
の

全
髄
の

委
も

ド

イ

ツ

の

悲

劇
も

明

白
に

な

ら

な
い

で

あ

ろ

う
｡

そ
の

た

め
に

は
､

ハ

ウ

ザ

ー

が

本
著
で

企

て

た

外
政

塘
富
者
の

志
向
の

く
い

違
い

の

原
因
を

､

下

部
構
造
に

ま

で

掘

り

下
げ

て

追
求
し

､

ハ

ル

ガ
ル

テ

ン

が

分
析
を

こ

■
こ

ろ

み

た

よ

う
に

外
政

運

動
の

規
定
因
と

し
て

の

内
政
の

構
造
を

､

さ

ら

に

は

ホ

フ

マ

ン

が

分
析

を

企
て

た

よ

う
に

経
済
の

場
で

の

猫
英
の

競
争
を

明
ら

か

に

す
る
こ

と
が

(

3
)

必

要
で

あ

る

よ

う
に

思
わ
れ

る
｡

(

1
)

ハ

ウ

ザ

ー

は

本

署
に

お

け

る

分
析
方

法
に

つ

い

て

次
の

如
く
の

ぺ

て

い

る
｡

｢

き

わ

め

て

現

賓
的

な

政

治

的
イ

ン

テ

レ

ァ

セ

ン

相
互

の

封
立

を

扱

う
+

本

署

で

ほ
､

｢

心

理

的

要
因
が

無
視

す
べ

.
か

ら

ざ

る

意

味
を

有
し

て

い

る
.

と
い

う

確

信
が

基

礎
を

な

し

て

い

る
+

(

〇
.

H
む

巨
∽

e

→
-

U
e

已
岩
E
坪
ロ
み

仁

ロ

み

d
e

→

日
日

的
-

訂

F
河

宏
巴
仏

0

ど
G
?

g
e

n

夢
t

N

S
.

山

〕

(

2
)

ビ

ュ

ー

ロ

ー

の

封

英

政

策
は

濁
英
間
の

衝
突
が

次
の

場
合
に

は

起
ら

な
い

と
い

う

観
鮎

に

立

脚

し

て

い

る
｡

｢

一

､

吾
々

が

重

大

危

険
な

く

し
て

は

攻

撃
さ

れ

な
い

艦

隊

を

保

有

す
る

な

ら

ば
｡

二
､

吾
々

が

過

度
の

､

ケ

し
て

無

制

限
の

建

艦
に

耽

溺
し

な
い

な

ら

ば
｡



い 言挙 F を 持 む な

え

ば

矛

盾
し
て

い

た
の

で

あ
サ

た
仇

(

3
)

ホ

フ

マ

ン

に

よ

れ

ば
､

疑
い

も

な

く

濁
英
経

済

競
争
が

イ
ギ

リ

ス

の

反

濁

方

向
と

世

界
政

策
と

を

ひ

き

お

こ

し

た
｡

(

ナ

S
.

H
O

平

日
牢
ロ

､

G
H

e

巳

せ

ユ
t

巴
n

申
n

d

t

F
e

G
e

コ
ロ
p

ロ

→

岩
d
e

河
-

く

ユ
→

対

句

り

旨
い

-
h

こ

(

一

橋
大

寧
大

学

院

畢
生
)

3 2 3




